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　This Paper deals with a study on “Rhynm Playing”, as ａ Part of study on teaching
method for audio visual education using TV Programs （tｏ infants) in ａ Preschool and ａ
nursery school.
　０ｎ the basis of Frdbel's“Pedagogics”, J. Dewy's　｀‘Pedagogics”, and J, Piaget's
　“Psycology”(Developmental Psycology, Imitated Psycology, Playing Psycology and
Present ative Psycology), a result of the study on the teaching method during or after
looking and hearing TV Programs, especially “Rhythm Playing”, to infants shows as
　follows j
　It was necessary to guide infants taking the followings into consideration,
　い) that TV Programs (for the infa ta) took ａ Place in each developing stage of infants
and ( 2 ) the stage of infants who looked and heard the Programs incline toward either
lmitatiom or Playing.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．緒　　　　　言
　私は永年来体育における，幼稚園，保育所のリズム指導（音楽リズム）の研究を行な･つて来た．
特に，幼児においては生活の大部分がリズム遊びであるために幼稚園及び保育所における幼児期の
研究の役割は大変大きな位置をしめているゆえに研究の一つの方法をテレビ視聴によるリズムの研
究を行なって来たのであるが，最近数年来，特に幼児向け放送番組の研究と放送教育研究会に度々
出席し幼稚園，保育所の幼児達がテレビ番組をみることにより，幼児におけるリズム指導かどのよ
うな効果をあげると共にどのように用いて指導といデことに関する研究を行なっで来たj今回は特
に，理論的根拠として，フレーベル氏の教育学とピアジエ氏の発達心理学とを考え之れにより，リ
ズム指導の根拠を考えて行きたいものと思っている．現在幼稚園ならびに保育所に於ける指導六領
域の一つとしてリズム指導が位置を占めてはいるか，一面リズム指導を遊戯の一つとして考え，又
は他の面として，表現活動（主として模倣）の一つとして考えてくるとき，幼児の頭脳中に於ける
象徴の形式と大いに関連性のあるものと考えられ，而も遊び，リズム，制作，言語等との関連性に
ついても考えられて来るものと思われる．幼稚園及び，保育所向け放送番組はほとんどのものが六
領域に対しても使用可能であるけれど，今回は特に，番組のリズム遊びに重点を置いて考察をすす
めることにした．
　　　　　　　　　　　　　　２．フレーベル氏の教育学と幼児教育
　デュー氏は其著〔教育と社会〕中に於てフレーベル氏の教育学をとりあげ彼自身の立場に於てこ
れを消化し教育の場に適用する必要性をのべているのであるが，その中に於てフレーベル氏が幼稚
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園からの教育の必要性を提唱している点を述べ，又このことに於て概括的にいって次の如き一連の
原理のあることを指摘している.　　　　　　　　　　　，．
　（1）学校の第一の仕事は，協同附，扶助的な仕事について子供達を，訓練し，かれの中に相互依
存の意識を養い育て，かれらを実際に助けて，此の精神を明日への行為として実行させるように適
応な.さしめることである.
　（2）すべての教育活動の第一の根源は子供の諸々の本能的衝動的ごな態度及び活動に存するのであ
って，他人の観念を借りるにせよ，或いは本人の感覚に訴えるにせよ，とにかく外部的な材料を提
示し，適用することに存するものではないということ，従ってまた子供達の数限りなき自発的活動
力，即ち遊戯，ゲーム，物真似（模倣）さては幼児の一見無意味な勁作一在来つまらぬもの，無用
なものとして無現されるか，或は積極的に邪悪なものとして難ぜられさえして来た言動はこれを教
育的に用いることか出来た．否教育的方法の礎石である恚いうめである.
　（3）これらの個人的な傾向ならびに活動は先きに述べた協力的な生活の仕方を維持する上に用い
られるらとを通じて組織され，指導されるものである:が，･それはこれらの傾向や活動を利用して子
供が最後には其の中に入るところの大なる成熟した社会の典形的な動作及び仕事を子供の段階に於
て再現することを意味することであることと，そして又子供は生産と創造的な仕事を通じて価値あ
る知識を獲得し確保するものであること．以上述べたことがフレーベル氏の教育哲学を正確に代表
するものである限りこれは小学校以上に於てはよくあては.まるようであるが，幼稚園，保育所（４
～６才）の間の課業についてはフレーベル氏素説に或る種の変更か必要であるとデューイ氏はのべ
ている．さてこの(1)(2)(3)について考察を行なってみ石のであるが，先づ（1）に関しては児童生徒
の社会性の育成ということである，次に平常学習時に於ける社会性の育成ということを考えてみる
と，幼稚園，保育所に於ける幼兄達の学習は，人間生活．社会生活の見方，考え方，実践の仕方と
いったｰ-一広い意味における社会性を身につけて行くことがある．さて生活常習として幼児達がと
りくんでいる学習内容は多かれ少なかれ幼児達の社会性を育成するものである．特に幼稚園，保育
所等に於ては幼児達の身近な生活環境であるところの家庭，学校，近所の生活内にいる人や事物に
ついての経験か主となる．ましてこれらの経験を主として社会性を育成するという事になる，又デ
ューイ氏もかかる必要性について其著〔教育と社会〕で述べている.，また幼稚園及び保育所向けの
放送番組も夫々此の領域に向けて制作されているか，その境界は模然として，其の指定された領域
に外へもっていっても差支えないものであり，又結構使われているのである．しかし学習方法は，
学習の目あてと，その学習にそくした学習教材，学習内容の中間にあって学習の目あてを達成する
ために，学習題材，学習内容をいかに効果的に能率的既修得するかにあるのであり，その学習のプ
ロセスに於て子供達の社会性は培れてゆくのである．
　次ぎにフレーベル氏も述べているように教育活動の第一の根底は子供の諸々の本能的，衝勁的な
態度及び活動に存在するといわれる．外部より材料を提示し適用する場合にはそれによって子供の
本能的衝勁的な態度及び活勁がでてくればより伸びあってそれがでてくるような資料の提示は無意
味であるというのである．第一図の如く，オグデン及びリチャーズ両氏の図形を用いてこれを説明
することにする．この三角形によって考察を行うとき，リズム学習の場合，対象となるべき指定さ
れた事物かおり，そして通信の対手即ち教師側よりの記号（例えば言葉）が示めされる．それによ
り幼児はこれらのものを知党して自己の記憶とも併せ考えて提示された事物の概念を把握しその名
称をも知覚し，又段階が進めば事物と事物の比較も行ない，従って分類も行うにいたる．ついで相
互間の関係を知ることによってそれを記号の上で知党するとともに考察することができるようにな
る．そして教室の授業中における相手への記号をして言語I又は数式等で解答することもあるが，幼
児の如く，遊戯，物まね，リズム等（所謂物理学的反応）によりこれを示すこともあるわけであ
る(4)(5)
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　さてこの第一図に示すが如く，外部よりの提示により幼児は反応するのであるが，フレーベル氏
も指摘しているように幼兄達は何かさせようとする活動源を有して居り，此処へ或教材が提示され
ることにより衝動が起り此の勁作が起るというものと思われる．勿論幼児が何物かをせんとして衝
勁にかられているものを教師が早く発見してこれをよく利用して指導するということが大切である
ということである..星野春雄氏が幼児の科学的思考力養成に対して〔私は機会をつかまねばな‘らな
い子供達の興味なり関心なりがその方向に向いたときに，その観察するものを巧みに支える〕とい
ったのはこれに該･当するものと思われる(6)
　この例としては幼稚園向けテレビ放送番組がある．これを幼児にみているとほとんど彼等は何等
かの反応を示している．それに対して教師は六領域のいづれかの方向へもって行って指導するので'
あるが普通の場合には教師は指導方向をきめており，視聴後すぐその方向にもって行くのが普通で
ある．
勿論此の放送番組においては，例えば〔よくよう〕如く自然の方向に重点をおいて作られたもの
七あるが，これをみて幼児達は単に言語で答えるのみではなく動作に移ろうとする気構えをみせる
ことが多くある．そういう場合リズム運動にこれをもって行くのもよい，又絵をかこうとする衝動
がみられることがある，この場合は制作にもっていってもよい．その他の図面に出て来るものの真
似をする．斯ういうところをみていて教師は指導の方向を考えて次ぎの指導に移るべきだという･こ
とである(7).視聴した番組が自然向け番組だからといって事後指導をリズム運勁や，絵画制作にし
てはいけないというものではない．それと同じく，リズム向け番組だからといって事後指導をその
他の方向にもっていっていけないというわけでもない．そういう衝動が幼児の中にみられるなら,ば
これを取り入れなお廻りみちしても自然やリズムの教材指導へと導くことがよいのではないかと思
われる．なおこの処でリズム指導というものを考えて行く場合，幼児の情操教育に大いに寄与する
のであるがそれを共にリズム指導は幼児の象徴の形成というものに大いに関係かおるということで
ある．勿論リズム指導に於ては創造性の育成ということも考えられるが初法的段階としての棋倣或
は前述のオグデン，ﾘ･チャーズ両氏図形による物理学的反応というものが考えられる，それは幼児
に於ける概念形成の前段階として象徴の形式というものであり然る後これを動作によって発視する
模倣というものかおるわけである．例えば幼稚園及び保育所に於て自然の領域を指導する場合にそ
の根底として科学的思考力の養成を考えその低位の段階を考えて行くとき先づ幼児がテレビを視聴
しその内容に興味を持つということ，又その内容に類似の動作をするということは体験的方法とい
って最低位の科学的認識の段階である．そして言語，図形等により事物現象を記載して発表すると
いう記載的方法の段階より以前の低位の段階として動作で事物現象を表現することが往々にして行
なわれるものである．これは普通リズムの前段階としてこれよりリズム面への指導を行なって行く
ことが多いがやはりこれが自然認識に於ける体験的方法と記載的方法との中間的なるものとして自
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　　　　　　　　　　　　一一
然領域指導中に於ても大いに必要なるものと思われる．をしてプ1／－ペル氏のいう様に事物を観察
してこれを遊戯として行くことがしばしばあり自然領域指導の中.に於ける一つの段階としても当然
必要になって床る(8)さて(2)に於ては個人的衝勁を重んし?た指導者をつうじて各領域の指導者が
行なわれ(1)に於ては社会科の育成という事が初歩的ながら達成されるのであるが(3)においてはこ
れらの指導や活動を通じて幼兄達が入らんとする社会がどうなっているのか，その中にどういう仕
事があるのか等を知るのであるが，この点についてフ･レーベノド氏は家庭生活ということについて先
づ指導の重点をおいており，そして身近か環境より段々と遠いところへと教材を及ぼしている．そ
して特に郷土に教材の資料をえてこれを行うということjに力をおいている．そしてそれからして幼
児たちは興味を持って身近な生産的な仕事をやりかﾆ=)創造性をも育成することにより価値ある知識
を獲得するとフレーベル氏はのべているOHIO)さ七このフレ･ｒベル氏の原理より考察をめぐらし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I･|
¢其の著｢人の教育｣其の他よりして彼の教育原理が現代の幼児教育と如何なる点について関連があ
り而かもこれが基礎となっているかを考えて行きたいと思ヽつ1でいる･(U)さてデューイ氏は遊戯に
ついてのべ遊戯は幼児か外面的になす事柄と同一なものゼあると考えてはならぬ，遊戯はむしろそ
の全体性と統一性において幼児の精神的態度を示すもめ懲ある．遊戯的幼児が自分のイメージと興
味を何等か満足出来る様な形に具現する際に於ける幼児の全能力,･全思想，肉体的全身動の自由な
作用であり相互作用である．また積極的にはそれは幼児め最高至上の‘目的は充分に成長しきること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･゛♂●jしか芽生えつつある力を十分に実現しきることであjり，而してその実現を通じて幼児は不断に一つ
の平面から次の平面へと持ちはこぼれて行くことを憲味するものであるといっている．幼稚園，保
育所に於ける遊戯中には明らかにリズム運動があり，しかちこれが六領域中の一つにたっている･
今テレビ視聴等によ,り幼児が影響をうけこの反応が前掲第一図に示されるように物理的な反応，例
えばリズム述勁の形で反応するも考えよう．例えば百然向けテレビー番組｢よくみよう｣を視聴し
たあとにおいてこれをリズム迎動に発展させることμよくある．とくに科学的認識の段階として最
低位の体験的方法の段階により未だに記載的方法の段階にまで行かないときにはこのリズム運動に
おいて画面中に出て来たイメージ又は幼児達の心に描いているイメージを表現しようと努めるもの
である．そして彼等は心の中に，イメージを統一して身体の動きによって表現せんとするものであ
る．それ故無理矢理に型にはめたリズムをやらせるのではなくて彼等の心の衝動をよくつかまえて
自から表現させる様にすべきである．しかもこの処で教師は次の二つの問題を自習しつつ，ありと
あらゆる資料から暗示をくみとることに絶対に自由々なければならないと，デューイ氏ものべてい
る.その第一の問としては特出してくる遊戯のー聡の様式は幼児に自分自身のものであるという気
持をおこさせるようなものであるか，そのものは幼児が自分自身の内部にその本能的な根源を有す
るものであるが，また幼児の内部において発達しようと舶動しつつある諸々の能力を成熟させる様
なものであろうが，第二問は特出されるその種の活動は単に幼児を刺戟ずるだけであって，彼の依
然として前に居た場所に残しておくばかりではなくして,．おまけに或程度神経に疲労を起させ，つ
ぎにはもっと刺戟を求めるようにしむけるような性質なものでなくて幼児を一層高い水準の意識と
活動へと引き上げる数種の表現を，それらの衝動にあ仁える.ことになるようなものであろうか，さ
てフレーベル氏の時代には彼は教室の諸々の仕事を抽象的な倫理的に哲学的諸原理の象徴と考えな
ければならなかった．それで彼は象徴主義をとった／そ,の理由として第一に幼児の成長についての
生理学的並びに心理学的な事実や原理に関する知識がそめ当時不十分であったために彼はしばしば
遊戯やその他のものにあたえようとする価値について無理な不自然な説明を訴えることを余儀なく
された．第二に当時のドイツの一般的な政治的社会的な状態は幼稚園の自由な協同的な社会生活と
外部世界の社会生活との間に連続を考えることが出来るよう址性質であった．その時代に比べると
デューイ氏の時代のアメリカは幼稚園の活動をもっと自然なものと直接的なもの，もっと真実にそ
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の時代の社会生活を再現しているものとならせることを正当づけるに至っているのである．そして
現代の我が国の幼稚園，保育所も同様である，斯くの如く幼稚園をとりまく状況がフレーベル氏の
時代では教育論にのべてある方法でこれを行なうには甚だ困難な状況下にあった．時にその時代で
は現代の如く発達心理学の研究が進んでいなかったのでフレーベル氏はこれを行なうには困難であ
ったであろうと思われる，しかして幼稚園の活動をもっと真実な自然や社会の仕事につながらせて
行なわせるという考え方が現在では当然のようにな･つて来ているのであるが，このフレーベル氏の
時代ではそれが実現困難であった．唯デューイ氏の時代のアメリカに於けぱこれは相当可能性を増
す様な状況化になって来ていた(12)さて幼児が想像の世界に住んでいることは真実である．ある
意味においては幼児はただ〔まねごとをする〕ことが出来るだけである．彼が行なう諸々の行勁は
彼が目のあたりにみる自分の周囲に行なわれている生活を再現するもの，即ちその生活の代りに立
っているものである．幼児の生活はこの様に再現的なものであるからそれを象徴的によぶことが出
来る．しかしこのまねごと，もしくは象徴は其の処に暗示されている現実の活動に関連するもので
あることを忘れてはならない．そしてデューイ氏以前の時代において幼稚園における活勁の価値は
それが子供にとってもつところの意味にあるのであるから，それ故に使用される教材は出来るだけ
仕立られたものでなければならないとし，そして子供が現実的な事物をとり扱ったり現実的な行為
をしたりすることを慎重にさけなけれぱならないであった．例えば自然教材に於て植物の種子をま
くことを考える場合に，幼児には実際に花壇に種子をまかせるのでなく砂粒をまく遊びを行なうこ
とをやらせている．
　それから玩具遊びでも玩具の列車や機関車はあまりどぎつく現実性を帯びるものとして取扱わぬ
様にした．それ故にこれらは幼児の想像力を養なうことのないものとして禁じられたこの様にフレ
ーベル氏の時代，それからデューイ氏以前の時代に於ては幼稚園，保育所に於ける自然教材に於て
も現実に即して授業をなすことをなるべくさけている．それは想像力の養成ができないからという
理由からの様であるが，併しデューイ氏のいえる如く，幼児のまねごともしくは象徴はそのところ
に暗示されている．現実の活動に関連するものであり，この意味において現代の幼稚園，保育所の
自然教材に於けるリズム迎動も現実とは関連がある．また前述の種まきも出来るだけ実際に花壇や
鉢にまかせるようにすべきであり，玩具遊びも実際の列車や機関車の玩具で遊ばせ，ときには実物
をみせにつれて行くのもよい事だという事になると思う，実際現代に於ては幼児もテレビによりか
かるものを時々視聴しているのであるからフレーベル氏の時代とは大分異なっているものと思われ
る．さて幼児の精神の想像的な遊戯はかれが使用する事物を中心として群がり生ずるところの緒々
の暗示，回顧，予想の結合をとおして行なわれるものである．それらに使用される事物が自然的な
直接的なものであればある程幼児の想像的な遊戯を真に表現的なものとするあらゆる連想的な暗示
をよびおこし，結合するための益々明確な基礎が保たれるのである．それ故教材は事情の許す限り
　〔現実的なもの〕であり直接的率直的なものでなければならない．
　例えび幼稚園，保育所向け放送テレビ自然番組〔よくみよう〕の内容をみると毎年４月から５月
にかけて幼児のまわりにいる動物として幼稚園，保育所や家庭でよく飼われている家畜や小鳥につ
いて飼い方や習性を知ると共にかわいがる態度への最初のきっかけとしたいという目標にしてうさ
ぎ，ことり，にわとり，うしとひつじ等が放送されている．そしていづれもアニミズム的手法がと
り入れられ見ている幼児たちもこれらの動物の仲間に入った気持ちになるようになりそれよりして
自然の学習や’リズみの学習へと発展するのであるがこれらの教材は現実的なものであり，直接的率
直的なものであると思う．次に象徴される現実はまた幼児自身の理解，取得する能力の範囲内に存
じなければならない．想像力の使用は往々にしてそれが何か非常に深遠な形而上学的，精神的原理
を表示する程度に従って有益であると考えられている．併しながら表現せられている真理或は現家
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は幼児の能力の及び範囲をはかるに越えているから象徴のつもりのものが子供にとっては少しも象
徴ではないのである．それは全くそれ自身一つの現実的な事物なのである，実際に子供がそれから
得る殆んどすべてのものはそのもの自身の物程学習，感覚的な意味でありそれに加えるに非常にし
ばしば教師から要求されていることを子供は知ってはいるかそれに対する何等の価値をもっていな
いような言葉を態度表現としての流暢な器用さといった様なものである．それ故幼児にとって再現
される現実はできる限り身近な直接的なそして現実的な性質のものでなければならない．しかし教
材であるがこれは幼児と直接の現実的な関係を保っている教材又幼児が自然にこれを想像的な形で
再現しやすい教材を提供するとくにリズム表現の場合も，この点に注意が必要であるものと思われ
る．教材に広い範囲が網羅される場合には授業が象徴的になりすぎる傾向がある．こうした教材は
その非常に多くの部分が４－５才児の経験と能力を越えたととろにあるので幼児がそれから得るも
のは実際にはせいぜいのところ，身体的なのは情緒的な反射運動にすぎない，それ故リズム指導と
いうものが此の幼児期に大変必要であるという事がいわれる事になる，そして幼児は教材それ自体
の内部には少しも真実は透入することはないのである．また純然たるまねごと的なやり方でかれこ
れ宇宙の巡覧をしてしまっていると幼児はもううんざりしていて直接経験の単純な事物に対する自
然的な渇望を失うているのである，そして小学校一年生の教材に接してもそんなものは皆んなちゃ
んと知っているという気持を抱えるものである．更に一つの題目から他の題目へと急速に跳びうつ
る心的習性を誘発する危険かおる．
　さて幼児は或種の忍耐力及び耐久力を十分にもっているものである．幼児が新奇及び変化を好む
ものであること，そして幼児を新しい分野にみちぴかず探究に新しい途をひらかない様な活動にす
ぐあきることは真実である(13)
　併し幼児達が生活する家庭の諸々の活動，諸々の家具や諸々の道具，身のまわりの勁植物等には
不断の多様さをあたえるに十分な変化がある．それはあれやこれやの点に於て市民生活及び産業生
活に接しているからである．これらの事柄は望まIしい時には当面の主題の統一を破ることなしに導
き入れられることが出来る．斯くして其処に注意とすべての知的成立の基礎に横たわれているとこ
ろの彼の感覚を涵養する指導がみちびかれるのである.,即ちデューイ氏のいう方法と題材との一元
継続性を指導しているのであると思う(14)
　さて幼児の見地からみれば統一は教材に存するのである．此の場合幼児が常に一つのもの，例え
ば家庭生活を取扱っているという事実に存するに強調点はたえず此の生活の一側面から他の側面へ
とこの仕事から他の仕事へとーつの家具から他の家具へと一つの関係から他の関係へと移行する．
それらの強調点はこんどは此の面，次は此の面と次々叱変る様相をうかべ出させるけれどもしかし
すべてはすべては同じ一つの生活様式を築き上げ名ことに帰するのである．
　この様に幼児はたえず一つの統一の内部で活動しているのであって，その統一ははっきりした，
きちんとした種々なる側面を提供するけれど，それらの種々なる側面を相互に関連させてまとまり
のあるものとするのである．教材が多種多様である場合には連続は単に形式的方面に於て求められ
勝である．そういう連続はがいして純然たる知的のものであるから教師だけにしか理解されていな
いのであってそれは全く幼児の頭上を素通りしてしまうのである．それ故学年，学期，週などのプ
ログラムは，知的又は論理的原理にもとづいてではなくして，幼児がその期間内にどれだけ，共通
の教材が学習されえるかという見積にもとづいて作成せられるぺきである．そのようにすればきち
んとしたけぢめと弾力性の双方が手･に入ることであろうごさて幼稚園，保育所特有の問題はいうこ
となく幼児の自然的衝勁や本能をとらえる事であり，又これらのものを利用して幼児の知覚と判断
力を一層高い段階に引き上げられるようにしてやり，また一層効果的な諸習性を身につける様にし
てやることがある．又，幼児がその意識を拡大し，深化し，行動の緒々の力に対する統御を増大す
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る様にしてやることである．大体において構成的作業はこれら二つの要因-を確保するためには
他の何物よりも一層よく適合している様に思われる．幼児を多種多様な材料一木材，刺繍糸など
ｰに接触させる．それはこれらの材料を現実的な仕事で使用するための動機を供給する．それは
感覚を鋭敏に働かせ観察を正確にする．それはな,しとげられる目的の明瞭な映像を要求し，又計画
における器用と発明を要求する．それは遂行g）課程に於て注意を集中し個人的な責任を持つことを
必要ならしめる．しかも一方その結果は具体的な形をとって現われるので幼児はよく自分自身の作
業を判断し自己の諸々の標準を改善する様に導かれるのである．以上のごとくデュI－イ氏の唱えて
いる〔物と我〕の一元継続性，〔方法と題材〕の一元継続性の必要性というものはフレーベル氏の
教育学の時代よりその根底を発しているものと思われる．そしてなるべく身近なものより教材を求
め而かも幼児達の学習創造が働くようなものをえらんで学習を行わせそしてそれをより高次の段階
へもっていく事である(15)さて幼児が非常に模倣的であり暗示を受け易いものであることはうた
がいのない処である．幼児の粗野で生まないと未熟な意識がこれからの通路をとおして不断に豊富
にされ，導かれることを要求することもうたがいないところである．しかしそれ故に全く心理学的
な裏付けがない程に外部的な模倣や暗示め使用をしてはならないということが絶対に必要となるの
である．一般に原則として如何なる活動であっても模倣によって生み出されるべきものではない．
出発点は幼児にならなければならない．模範または手本というものは，それ故に自分が真に欲して
いるものをなすべきでかを一層明確に心に描き出Iす仕事･一即ち幼児を意識に迄もたらす仕事を幼
児自身がなしとげるのを援助してやる目的で供給されるべきである．その価値は行動に於て模写す
べき模範たる処にあるのではなくて，概念を明瞭適切ならしめるための偏内者たる処にあるのであ
る．また模倣は支援し助力するために来るべきもので手引をするために来るべきものではない．幼
稚園に於ける自然の学習に於て例えばテレビ視聴後の内容よりしてリズム運動にすすむこともあれ
ば絵をかいたり工作したりする様に学習活動がすすめられることもある．併し，いくら立派なテレ
ビの画面が出て来ても幼児がその後の活動をおこさない様な場合がある．その場合は幼児は衝動を
おこさせることが出来ず総って幼児をその意識に迄もたらす事が出来なかったわけである．それ故
言述の如くかかる放送の内容も幼児に学習しようという衝勁を起させるのみでなくその学習をなす
べきであるという事を一層明瞭にかれらの心に描かせそれを幼児達の意識に迄もたらす様に幼児自
身がなしとげる援助の役目をするようなものでなければならないと思う．この点現在放送されてい
るリズム番組〔仲よしリズム〕は，大体に於て此の目的に叶っ’ているのではないだろうかと思われ
る．次に幼児達は何か暗示を得たいという慾望を意識的に表明するまでは教師は幼児に向って何物
をも暗示すべきではないと主張出来る様な根拠は少しも存在しない．共感的な教師が子供自身の本
能がどんなものであり，どんな事を意味するかを当の幼児自身よりも一層明瞭に知っているという
事は十分にあり得ることである．併し暗示は幼児の成長のその時の支配的な形と一致するものでな
ければならぬ．それは単に幼児が既に盲目的な為そうと努めつつあるものをもっと適切に引き出し
てやるような刺激としてのみ役立つ様なものでなければならぬ．幼児を見守りかれが暗示に対して
とる態度を観察する事によってのみわれわれはそれらの暗示が幼児の成長を助長する要因として作
用しているかどうか，或は又それらのものが正常な成長を妨害する外部的な人々の勝手なおしつけ
となっていてはしないかをみわけることができるのである．これはリズムに於ける四番目の目標達
成時に於ても考えられると思われる．即ち感じたこと，考えたことなどを音や勁きによって表現し
ようとする･というのであって幼児を幼児自身の気おい気ままに放任することを指図命令の形式的な
連続によって幼児の活動を統制することとの間に中間項が存在しないと思う程はかげた事はない．
この二つは両極端であってこの中間的のものは幾つもあり得るものであり，幼児の状態によってこ
れを適宜に行う必要である．前述の幼児に暗示をあたえるという事，即ちリズム表現時に於て或は
82 高知大学学術研究報告　　第t9巻　　人文科学　　第８号
その他のときに於てかかる暗示を要処々々にあたえ.むというどとは大変よいと思う..併しあまり教
師側より暗示を早くあたえすぎるのは考えものであ芯．幼児テレビ番組中に'はかかる傾向のものが
多い(16)　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　　　‘
　又，幼兄達より出て来た実感というものをなるべ.くとりあげよいものはそのままとり入れてすす
むという様にすべきであり，彼等の創造力を発揮するごとを助成しでやる必要があると思う．リズ
ムに於て表現のたのしみを味わい，之を表現せんとす2ればそこか創造性の発揮があると思う．勿論
創造性発揮の初期は模倣であるが幼児はこの段階にあるものが多いの懲当然之れが必要になってく
るものと思われる(17)　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　‰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　．さて前に述＾゛たように必要な刺戟と必要な材料を適切な時期に提供するためにいかなる力が幼児
の発達の或る時期に於てしきりに発現しようとしているかを知り如何なる種類の活動がそれらの力
を有益に発現させるかを知ることが教師の仕事なの'である.心理学的見地からみれば教師が指図命
令の連発は依存しなければならない場合は，それこぞまさに幼児がなさるべ‘き事柄について，そし
てまた何故それがなさるべきであるかについて何等自1分自身の心像,(イメージ)をもたないためで
あるといっても間違いないことであろう，以上のごとく幼稚園また保育所に於ける教材と方法は小
学校一年の教材や方法と直接に連続すべきものである．そして家庭生活を遊戯によって再表現する
事は(此の中にはリズム表現が沢山ある)自然に発展し七いって家庭かそれに依存している諸々の
大きな社会的な仕事についての学習は一層拡大された．¬麹重要な学習へと移って行くのである･
そしてまた一方幼児自身が計画し実行する努力に対しておけられる不断に増大する要求は一層明瞭
な知的問題のために一層統御された仕方で注意力を使用する事へと幼児を移り行かせるのである．
　　　　　　　　　　　　　　５．ピアジェ氏の心理学と幼児教育
　（ｲ）発達の心理学　　　　　　　　　　　　　∇　　　ｊ
　ジェン　ピアジェ氏は精神発達の段階に関し先づ〔知る〕,という働きは生体の環境との交渉によ
る生体の適用作用であると述べており，複雑な知識も生体と環境’との交渉をとおして新生児の反射
から次第に形成されてきたものであるといってい湊．ぞし七色４な関係を導き出す事をピアジェ氏
は操作とよび，操作は発生的にみるとそのはじめの形は対象に直接働きかけ行動であり，その行動
が精神発達の過程において内面化したものなのであるとしlｖ=つている．そして彼は又操作は行動の内
面化ともいっている，そして操作は全体的構造で為与．ばじめに感覚運動的な行動の段階で構造化
が行なわれ，次には，行動の内面化した表象の段階で構造ｲ,ﾋが行なわれるというように行動の構造
化をとおして操作は発達して行くとのべているぞの’〔もの〕に働きかける人間の行動の組織化が構
造を形成するためのｍ要な要因となっている．そiしてこう.考えて来でピアジェ氏は構造の発達を規
定する本質的な要因は均衡であるという．そして均衡は羞伝／自然環境，社会環境の三要因の相互
作用でこれらの要因の作用を統制すると同時に独自の法則にし光かって働くものであると考えられ
るのである．又，生体は外界に対して開かれた体制であうて外界の影響を受勁的に受けとるだけで
なく，むしろ積極的に外界に働きかける存在である．そして内と外との相互作用をとおして安定し
た状態を持続している．従って均衡な活動の停止状態セはなく，活動における勁的な均衡である．
むしろ最大の活動状態において最小の変化（均衡が起るといってよい．そして精神発達は漸進的脳
均衡が形成されて行く過程であり構造はこの均衡と乖に形成されて行くのであ‘る(18)<19)(20)
　ピアジェ氏は粘土を使用して幼児の発達の研究を行っており，それによると粘土の場合初めの形
を変えた場合二つの相対立する性質（Ａ，Ｂ）があらわれるレ粘土玉の長さか長くなる（Ａ）が太
さは細くなる（Ｂ）このような場合，どのようなやり方で幼息は均衡のとれた構造（保存）に達す
るかをみると次の四段階をふんでゆく．　　　　＼　　ニ　，
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　田　（Ａ）又は（Ｂ）いづれかに注意し，その結果からただちに大小の答を推察する.－
　（2）反射の性質（Ｂ）又は（Ａ）に注意を向けるが（1）と（2）の行動は関係づ,けられないままであ
　　る．　　　　　　　　　　’●　　　∧　　　／
　‘（３）直に答えることはしない．（Ａ）．に注意をむけるが又考えなおして（Ｂ）に注意するという
　　ふうに，操作か流動性をもってくる．
　　　（Ａ）・（Ｂ）のどちらかに固定することなく（1）と（2）の行動が結合されるL　　　　　　　　‥
　（4）保存がはっきりと意識される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
　Iこのように(1) (2)の補償のともなわない不均衡な状態から(3) (4)の均衡のとれた状態へと行動は
必然的に変化して行って均衡状態に達するのである．そして（4）では補償は最大となり外面に表わ
れる変化は最小のものとなるのである．従って知能の発達を規定する中心的要因は遺伝･や環境でな
くして精神作用そのものの中にある均衡化であるという事が出来るのである．この均衡=化の作用゛に
よって精神は前進迎動を起し，漸進的に均衡のとれた構造を形成して行くのである．そしてピアジ･
エ氏は又次ぎの如くいっている．均衡の形態は発達と共に変化する．一定の均衡の形態には一定の
操作の構造が対応している．そして発達の段階はこの構造の差異によって区分されるのであると，
そしてピアジェ氏は発達の過程を大きく三つの時期に分けその時期を更にいくつかの段階に分けて
いる．その第一は感覚運動的知能の時期でありこれは生れてから２才までの時期であり，其の後前
操作的の時期として２～３才－７～８才位までをあてておりこの期間が幼稚園児又は保育所見の時
期に該当している．しかしてその上を具体的操作の時期とし，７～８才から11～12才にあたる時期
として上記の幼児でも中には初歩的段階に入るものである．さて此の次に形式的操作の時期がつづ
くものであると考えられている．しかし子供は生れなからにもっている活動のシュマを基礎として
複雑な活動のシュマが次ぎ次ぎに形成される．それらは感覚運動的知能発達の第五段階で最高の水
準にまで達し，そしてその第六段階ではそういうシュマが頭の中にひきおこされるようになる．こ
うなると知的活動も実際の行動によってえた感覚迎動的知能から頭の中ではたらきの加わった表象
的思考と移行するのである;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　（ロ）模倣の心理学
　リズムの学習には創作というものもあ｀るけれどその基礎をなす低位の段階は模倣である，そして
幼稚園並びに保育所に於けるリズム学習に於ては模倣を甚しく必要とするものである．しかし幼児
は模倣することを学習するものであって，この学習の過程は他の学習の過程のように感覚運動的か
つ精神的構造に関するすべての問題を提起するものであるという事である．そしてピアジュ氏前節
でなした感気運動的知覚の発達に於て区別した六段階とこの模倣の段階との間には密接な結びつき
が存在しているという事をなしている．そしてここでは感覚運動的知能というものは，そのシュ’マ
に従って外界の事物を合体しようとする同化活動の発達であるならば同時に外界に対してこのシュ゛
マを調節するものである．したがって同化と調節の間の安定的な均衡が求められる限りでは，固有
な意味で知能的不適応というものか問題となりうる．しかしもし主体の活勁のシュマが外界を直接
に利用することなしに，外界によって修正される限り，いいかえれば，もし調節が同化を起えて優
勢となることがある限り，その活勁は模倣になる傾向かある．かくして模倣は単に知能の活動と密
接に結びついている．調節への努力の継続のようにみえる（摸倣は知能の分化された一面で一時的
に分化された部分であるといわれている.）したがって逆に同化が調節に優れる場合には，主体の
活動は遊びの方向をとるか√遊びはすべての媒介物によって調節に結びつけられるか模倣の反対と
なる．（第二図参照）
　フレーベル氏は遊戯の必要性をといているが遊戯というものはすべて遊びではない，この中には
リズム迎動というものも含まれているということは否定出来ないと思う．次ぎに模倣の問題が表象
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の問題とつながることは最初から明白であり，表象は対象の心象を構成しているので一種の内的模
倣，それ故に調節の連続であるように見られることが出来るからである．想像の象徴性についてい
えばそれがどのようにして遊びの象後性と結びつくかを理解するのは決して難しいことではない，
だから一歩一歩と模倣の発達を追い，次ぎに遊びの発達をたどっていﾚつて象徴的表象の形成機構に
達することが必要である．しかし上述の様にピアジュ氏の模倣の心理学から考えてくると，それは
幼児の時代に於て大いに発達をなすものであり．幼稚自，保育所の保育において大いに考えてゆか
ねばならぬ事だと思われる．とくにピアジュ氏はこれに，第一から第六迄の段階に分けて論じてい
る(21)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　……≒　　‘'
，先づ第一段階の模倣というものは乳児に於て反対による準備段階ともいうべきものであって，簡
単なる反射が反射ジュマそのものにおける外的要素の合体によ‘る再生的同化を惹起するのであろう
という場合が生ずることがわかる．このようにして第一め.模倣は可能となるのである．第二段階は
　●．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　｀●　　　　．１゛　　　　　　　　　　　　　　　／
反射シュマがある外的要素を同化し始め，また，もども,と後天的な経験の働きにより〔分化〕され
た循環反応のかたちをと拡大をされ始めるという事実どよっ７密疸な特質があげられる．循環反応
　(興味なる結果の積極的反復)から循環シュマに相応ずる外的モデルの模倣にいたる推移は，何等
の困難も提示するものではない．既知の運動あるいは音λの事火的収斂によっぞモデルは幼児自'身
の活,動と直接的に同化され，び)活動の循環的性質はその直接的反復'を許容するのである.，このよ，
うに新しいものの模倣はない．なぜならば模倣を通じて継続するモデルに対する調節はすでに循環
シュマはまで含まされ.モデル知覚の運動的性質はそのままただちに既在するシュマに対するモデ
ルの同化から生ずるからである．この同化と調節の組合せによる直接的模倣においてモデルの興味
はそれ故に，その反復そのものに内在する．なぜならば対象はその対象がある目的のために用いら
れる限りにおいて，そしてそれらの対象を知覚する1こ五がいわば兄ユマの直接的再生に対する能力
及び要求さえも表わす限りにおいて幼児を興味づけるからであ芯.第三段階はすでに幼児自身の発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　●f　　　　　　　　　●● ㎜
達の一部となった音とがすでに自分に見えるやり方で幼児がなしたことのある迎動を組織に模倣す
る段階である．それは第二段階の模倣が散発的模倣の段階であったが見る･ことと理解することとの
協同によってその影響が事物そのものに発揮される新しい循環反応が出現する．これらの第二次反
応は漸次的に前段階の第一次循環反応を統合しているｙこの進展は明らかにその影響を模倣に与え
るはずである．なぜならば幼児にみえる活動が増してぐる限り新しいモデルはそのシュマに対して
同化され易くなるからである．
　しかし次の段階の模倣と比較することの第三段階の棋倣はより組織的になるにしても，まだ第二
次循環反応のその性質によって制限されている．第二次シ４マは相互の協同がまだあるというわけ
でなく，また特に調節は新奇それ自体のためにそれを追求する場合に同化に優先するということＲ
ないrこのように第三段階の模倣は次の段階に見られるような新しいモデルに対し調節しようとす
る何ら努力の徴候をみせることなく本質的にはまだ保守的である．ところで此の段階の模倣には明
らかに二つの制限があることをみのがすわけには行かないに一は十般に幼児はすでに貯蔵している
反応だけを模倣しうるということで新しい反応に対する調節という点にはきわめてわずかなヒント
しか見出せない．二は幼児は視党的にあるいは聴党的に彼に感じやすいところの彼の反応にのみ模
倣することが出来るという点である．次に模倣の第四段階と第五段階であるが，之は幼児の体のみ
えない迎動を模倣する段階と新しいモデルを模倣する段階があるといわれている．第四段階はすべ
て行なわれた運動（しかし彼がみていない）を模倣する段階であうてジュマはだんだん融通性や可
勁性が増し，視覚，聴覚，触覚，迎動的なものの間の整合がうまくはこぼれて来てさきに指摘した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l･　　｀　　　　　　　　　lような二つの制限はこれを追い越してしまう，少なくとも部分的に取除してしまう，幼児は最初か
ら新しいモデルの模倣も始める，そして模倣は今や¬般適応から離れ特殊な獲得用具になりはじめ
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ているのである．即ち幼児はまた聞くことめできない自分自身の行為に反応するところの他のだれ
かの行為を模倣しはじめる．　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　’第五段階は新モデルを組織的に模倣するといづた段階であって，段階め模倣の特質としてはそれ
がモデルに対してより入念に積極的に，特により精神に調節されるようになるという点が指摘され
る，相違は種類よりもむしろ程度のものであるけれどこの段階の幼児の模倣はより精巧であるとい
える，即ち自分に見えないそして過去に貯蔵もしていない迎動の模倣を行うものであって，この模
倣は学習の手助となるものといえる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　第六段階では表象的模倣が始まり模倣がさらに発達するのであって，表象的模倣は次のような形
を持って発展する．一は第五段階の経験的な群性化で･な’く直接的に複雑な新モデルを模倣する事が
できる．二は入物の活動と同様に事物の活動を模倣し始めることである，それから此の段階で特筆
すべきことはピアジュ氏のいわゆ名発初模倣なるものである，幼児は記憶によってなくなっている
モデルを再生するのである．
　　　”　　　　　　　　’･”　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　゛１　　・ピアジュ氏はかくして心象を表象の最高レベルに於てさえ不断にあらわれる感覚運動的シュマか
ら生ずる内的模倣として見る，心象はしたがって知覚の継続だというよりも感覚運勁的知能特質か
　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　Ｉ　　　　　　●　．ら出て来る初歩的な形の知能であるところの知覚的活動の継続だとする．そして此の基本的知能の
調節が感覚運動的模倣を形づくるように，そのように知覚的活動の調節が心象を形づくる．これが
内化された模倣であるとみる，これが感覚運動的知能の第六段階のレベルで，何故シュマめ内化活
動によるところの後発模倣がすでに心象として継続されるかのわけであるとし，知覚的活動が概念
訥形成の知能に統合される時，心象はまた事実そのもので統合され高い形式の模倣とのその結合を
見出すのだとするのである．そして模倣の進化をとってピアジュ氏は次のように結んで行く〔.2才
から３，７才にいたる幼児らに関する限りではモデルを鮮明にわたって模倣しようとする試みはほ
とんどみられなくなり模倣はきわめて一般的性格のものとなる〕と之は幼稚園．保育園児に該当す
るもので，より実際のリズム番組をみた後のリズム指導に於ても当然之が考えられてくるわけであ
る．ところが７，８才頃になると三ｍの進歩が見出され，第一はモデルの分析と再構成をもつ，詳
細な点まで見のがさない模倣かおることである．第二は模倣の意識かおるということで，すなはち
自我に属するものと外的要素との明瞭な分離である．第三は最も重要な点であるが識別があるとい
うことである，なぜならば模倣は幼児の活動に個有の必要の充足に対する手助としてのみ用いられ
るものだからである．このレベルでは，模倣は反省だといえること，すなはちそれは知能において
統合される，なぜならば模倣はつねに知覚のシュマの調節の継続であったからである．そしてそれ
がこの調節するメカニズムの進歩が精神的同化の進歩と均衡の状態にある時これらの二つの過程は
模倣を知覚的活動の一般的なわくに置き換えることが出来る．かくて模倣は知能の構造を特質でき
る感覚巡動的適応の一般的なわくにぴったり合ってくる．幼稚園，保育所に於ても最上学年児に於
てはかかる発達段階にある幼児もいるので此の点は充分考慮して行かなけければならないものと思
われる．
　Ｈ　遊びの心理学
　フレーベル氏は幼児の教育叫遊戯の必要性をとっているが，その中に勿論このピアジュ氏のいう
遊びなるものか大部分含まれている．そしてピアジュ氏は知能活勁が同化と同調との均衡だとする
ならば模倣は調節それ自体のための継続ありあとではこれと逆に基本的同化だといえる．あとでは
基本的には単なる機能的同化，あるいは再生的同化である．幼稚園ならびに保育所に於け’るリズム
指導には沢山遊びが入って来ているので之が発達段階を考えて行く必要があるものと思われる．ピ
アジュ氏は遊びのタイプを（ｲ）機能的遊びあるいは実践の遊び（出生時代～２才）（口）象徴的遊び
　（’2才～７才）及びＨルールの遊び（７～８才～11, 12才）の三つに分け，又各遊びを幾つかの
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段階に分けている．例えば（ｲ）の機能的遊びも六つの段階に分けられる．幼稚園及び保育所に於ける
園児に最も関連がありと考えられるのは此の（ロ）の象徴的遊びのダイプであろう．
　此の象徴的遊びは自我に対する全実在の表象的同化を迦じ実践的I遊びが機能的同化を通じてすで
に成功したところのものを強化するのであろう．『象徴的シュlマは過度的段階である．何故ならば
幼児自身の活勁はまだ実践的であるけれどもその実践はすでに象徴的であるからである．ことばの
組織的獲得とともに新しい象徴の全シリーズが出組するトしかし実践の遊び（すなわち機能的遊び）
とこの象徴的遊びとの間の線をどこにつくるかという澗題は単なる分類の問題以上のものである．
今述べたように象徴的遊びは，だいたい２才から７才の間に･展開するが幼児が以前に使用した活動
あるいは以前に観察した，そして今は目前にないという事物を内部的に即ち心的に喚び出すことの
出来る様な時期に機能的遊びが象徴的遊びになって,/あら,われて〕くるのである（しかしこのことは
機能的遊びがその出現をやめるということを意味するのではない）事物は真実の事物を代表して象
徴となり，活動は真実の活動を意味して象徴的となるのである．しかし２才から４才位いまでは象
徴的遊びは次のような段階で進化する，しかしこの段階は正こ確な段階とはいえない．
　　（ａ）　象徴的パターツ　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　ここにいう象徴的パターンは象徴的遊びの最も早期なものである．そしてこの活動の様式は〔象
徴的機能〕晏意味する．いいかえれば象徴と興味との諮必であしり，ただし｀この二つとも内的に喚び
出されてぃるのである．　　　　　　　　　　　　　　　　｀　／
　　（ｂ）　象徴的，模倣的パターンの新事物へのプねじジェクショツ　　・
　幼児が最初･のフィクティヴ（　振をする）活勁を自が゛ら小心とふ大体同時にその活動を他の事物
或いは人物にプロジェクト（投射）するその上に幼児は他のものを模倣するだけでなく，これらの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　r･模倣を他の事物に投射する． ，ﾌﾟ･････．･ ･．．　　･．
　　（ｃ）　一事物の他に対する簡単な同化と自分のI身体の諧か他のものの身体あるいは何らかの事
物に対する同化，幼児の象徴遊びはかつてそれが観察された’とおり全体的なシーンのよびおこしを
意味するけれど幼児は今単独の事物を他の事物の象徴として考える．そしてこれと同じような同化
が幼児が自分自身を他の人と同一化する時あるいは働物Iある･いはまた自分の身体を他の事物と同一
化するような時に生ずる．　　　　　　　　　　　　．　ニ　●　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　(d)　象徴的組合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　ﾆ即ち，簡単な組合わせ，補償的な組合わせ，清算的組合わせ，予期的，象徴的組合わも等があ
る．先づ簡単な組合わせであるか，これは莫実のシーンの置きかえをもってはじまり漸次範囲に発
逢する．この遊びは前述の（ｃ）のあそびの継続である’が個ぞの模倣’あるいは一つの｀対象から他へ
単なる同化ではなくて全シーンの構成を包含するもの懲ある，そして真実の生活の単なる置きかえ
から，モデルの見出されない想像的な生物の創造に到るまで，それらのすべては模倣と歪曲される
同化とのいろいろの程度を包含する．次に補償的組合わせに於ては象徴的フィクションの状態によ
る実在の同化が続けられる．ここではそれは快楽のためにそれを再生することよりも,゛実在を訂正
することの問題である．ルーディワク補償は禁ぜら,れた活動がレたとえばフィクションとして組合
わせはそれをなお発達させることは明白である．次に清算的組み合せが見出される，困難あるいは
不快な状態に直面すると幼児はそれに対して補償する蝋あるい討それを受け入れるかのいづれか
であるがこの後の場合において，この幼児どもはそれを象徴的に置きかえることによって再び生か
そうとする．状態がその文脈の不快からはなされる時．それは斯次に他の活動と合体されることに
よって同化される．　この組み合せの遊びには簡単なもめがらこ万入９た形式にいたるまで観察する
こと●ができる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　パ　　　∧
　前述の補償的組み合せの場合においては自我は実在の上に報復をとることか出来る．即ちそれに
対して補償することが出来るのだが，この清算的組み合せに於ては遊びプロパーな機能は全部的に
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シーンを再現することで，そこで構成の見地からは，ここに.は間違いない模倣があるわけである．
併しこの模倣は有意的に模倣されたモデルに従属せしめるものでモデルに従うものではない．しか
しさきにあげた三つの象徴の組み合せ形式の遊びは純粋の再構成か想像的要素の組み合わされた再
構成か，それとも補償的転移の再構成かのいずれかであるか，これらの遊びの中にはこれらとちが
って命令あるいは忠告を受容するのであるが，しかしま･た忠告が拒否されねばならない．あるいは
命令がそむかねばならないというようなことを確実にする結果について，これを象徴的に予期する
ことである．それ故に再びここにルーディカク同化かおることになる．だがこれは表象が実在に適
応したと同じ機能をはたらかす予期が随伴する．この予期的，象徴的組み合せの遊びは，あるこ･と
をするなと忠告されると幼児はこの忠告を受容する．そしてこの忠告を受けなかった想像的な友達
に起る全物語を入念につくるというような遊びである．（ｃ）前から述べてきた象徴的な遊びは４
～７才に至りその象徴的遊びとしてのｍ要性を失ない始める．それは数が少なくなるということで
もなく，又強ぐ感じることがなくなるということでもない．むしろ象徴は実在への適応をより密接
にし，このゆがんだルーディカクの性質を失ない，そして実在まっすぐな模倣的表象に近づいて行
く..この段階の象徴的な遊びには先に説明してきた（ａ）から（ｃ）までの遊びに対し三つの新し
い結果を指摘することができる．第ｍにはルニディカクな構成と比較的に秩序づけることが出来る
　（ａうから（ｃ）に述べた象‘徴的組み合せの結合的なのとちがうことである．第二にとれらの新し
い遊びはおいて実在の過真性と的確な模倣への願望が増進することである．第三は集合的象徴性が
すなわち役割の分化は適応をもって出現することである．この段階では, 7, 8才後の時期の組織化
と比較的に未発達であるから，遊びに於ける筋道の通ること，即ち，つじつまの合うように結合す
ることと秩序立てての進歩をたどることは困難であるレところが４才あるいは５才後では（保育所
児）では結合（統合）に於ける進歩を見出すととができることから今述べているこの段階の象徴的
遊びにおいて見られ｀るであろう，前述の第三の特質すなわち集合的象徴性を表示する．象徴的遊び
の段階になると幼児は二人あるいは数人で遊ぶことを好む,‘そしてこのプレーヤーはアイディアを
互いに借りてきたり，あるいは時々詳細に相互を模倣したりするが，しかし象徴の構成に何らかの
変化を認めることは困難である．
　しかし前述の象徴的遊びは７才迄つづき「ルールのある遊び」は２才前から始まって象徴的遊び
は急速になくなってくる．幼稚園ならびに保育所にはかかる高次の段階にある幼児も多いので，此
の移り目はよく注意してみればならぬものと思われる．かくして象徴的遊びが４才位いで頂点に達
し，それが４才前後になると衰ろえはじめ7 Q才位迄つづけてルールなる遊びにおきかえられる
のであるが，これが４才ながら変え始める理由を検討してみると，第一の理由は象徴性の内容にお
いて生理的であるということである，内容か生理的であるがこの内容が自我拡大への必要，補償や
清算などの必要があるいは実生活の単なる継続をさえ表示する場合に幼児は生長するにつれ彼自身
の生活におけるこれらの必要を満足させることの機会を段々多く見出してくる．それで象徴的なフ
ィクション同化によることが不必要になる．彼の社会圏は拡大し，そしてもっと大切なことである
が彼はたくさんになって来る実在の人々と同等になる（あるいはより優位にな石と）多くの場合に
於てこれまでは遊びは欠くべからざるものであっ･たがその後は生活そのものか彼に補償，清算など
の理由を提供するものである．第二の理由は一人以上の人物でやる象徴的遊びがルールを喚び起し
てくるが同じようにフィクション遊びはルールのある遊びとなってくる．第三の理由はより重要な
る理由であるが象徴的遊びが減少するというだけでなく，遊び一般が又減少することを説明する．
以上の如く幼稚園，保育所の時期は象徴的遊びの時期であり上学年になり，ややこれがルールの入
った遊びになるものと思われる，そしてこれはリズム遊びの中にも当然入いてくるし，放送教育の
中でも十分かかる点の考慮が必要になって来るものと思われる(22)
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　倒　表象の心理学　　　　　　　　　　　　　Ｉ　∧い………　ト
　自己中心的な思考の第一段階で朧々の表象形式の間に認めら.れた祖互依存関係が４～５才から７
才の間の同時変換に見られる．これは遊びの見地，模倣と概念的表象の第二段階の特徴をなすもの
である．そして其の時代が幼稚園，保育所の幼児の時丿代に該当するものである．自己中心思考はそ
の〔中心化〕によって特質づけられる．即ち実在に対する客観的適応でなくして幼児の生活に対す
る実在の同化である．ここで幼児は関係にゆがみを与えるのである..だからそれによって同化と調
節との間の均衡が失なわれるがこの結果についてﾌは前概念的段階において見たところである．そし
て均衡への近化か分離の結果となるのであろうということである．この方面への第一歩は直覚的思
考に見出されるが，それは操作的同化によって達せられる整合め方向に見出される．この自己中心
同化の漸次的分離はすでにこの第二段階の象徴的遊びやそれらと表象的模倣との結びつきに見出さ
れる．これか多様な組み合せやいわゆる環状の方向此発達するとき遊びは実在の情感的変換として
実在の表示と同じようになる．その上象徴か模倣的構造と適当な心象に近くなって行こうとして漸
次的にゆがむことが少なくなるとき，その結果は遊戯的な同化と模倣によって提供される能動との
阻のよjり密接な整合が生ずる．そこで我々は５才からめ間で自由I活動か実践され幼稚園や保育所，
又は小学校においては遊びと厳格な意味の作業とめ境界を区別す名ととが非常にむつかしいもので
あるということから，差びと適応研究との間の中間段陪かだんだんその数を増すことを見出す．こ
の遊びと模倣の整合的進化は次の時期中に，すなわち知能プロ,パーに於けるそれらの進歩的統合あ
るいはもっと厳密には再統合の時期中に完成されるであろうところの過程のはじまりを明示する．
いいかえれば我々が使用していることばでは，それが同化ヽと調節の間の均衡への運動を意味するの
である．したがってこれらの発達とその相互関係を示しだのが第二図であるが発達過程は感覚的，
運動的活動の段階から自己中心的表象的活勁の段階をへて操作活動の段階への推移を示し，もとは
同化のシュマから始まり同化か調節よりも優勢となるところが遊びとなり,’そしてそれが象徴的遊
び，又は創造的想像へて構成ゲームヘと行き，もし調節が同化より:も優勢となるところが模倣とな
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り，ｌこ.れは表象的模倣又は再生的想像をぺて反省的模倣となる．そして同化と調節の均衡がとれ,る
と，’これは感覚運動的知能となり，知覚及び直覚の作用をへて操作の段階へと移行するので砂る．
　而して保育所等では此の感覚的活動の乳児もいるところもあるが大体に於て幼稚園及び保育所９
　-ｉ　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　－　　　　１　　７　　　　　　　１●　　ａ　ｌ
■　●　･■　　　　●　　●
幼児は自己中心的表象的活動のものが多く，そして最年長児組みに於て操作的活動をなす段階に至
るものがみうけられるものである(23)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　．
　　，　　　　　　　　　　･4.幼児向け放送リズム番組.について　　　　　・．．　　　　・　…….
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-÷　　　　ｊ　ｉ
　ＮｎＫから放送されている幼稚園並びに保育所向け幼児番組中ﾘ･ズム番政とし他「仲よしリズ
ム」がある．そしてそのねらいは次ぎのごとく書いてある．「幼児達は新しいさまざまな音釦と対
応出来る可能性をもっている．流行の新しいリズムでもいち早くも覚えてしまうのは幼児達であ
る．　との番組は有楽的に大きな可能性示もっている．リズみIがレでいきいきした質より音楽を沢山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　Ｆ　　Ｉ　■　　　　　１　　ｒ　●●あたえ幼児達がそれを体で受止め，動きで反応できるように構成した，歌とおとりとお話のi5分溜
あるが，お兄さん，お姉さんと一緒に遊ぶうちに簡単で愉快なリズムの動きを幼児達は毎日楽しん
で覚える亡あろう．ある部分は楽しみ，ある部分は自然iと番組に参加するかたちでも音楽的経験を
豊かにしてゆく，それがこの番組のねらいである」と斯様にして幼児達はテレビ視聴に或はこの視
聴後に於てその視聴した内容に反応して身体を動かす，それはある場合は模倣であり，ある場合は
遊びである．そして第二図にある遊びと模倣の段階を転々と発展させて行くことになる．そうする
と，これまで示してきた様な模倣遊び並びに表象の各発達段階をよく考えた上，幼児達がテレビを
視聴し七これに対し如何に反応するかを見，又教師は彼等の発達段階が何かに位置す’るかをよく把
握した上で，時後指導を行う必要があるのではないかと思われる．勿論，幼稚園,゛保育所にいる幼
児の大部分は第二図中に於ける｀象徴的遊び又は表象模倣の双方の間に位置するものと思われるか／
中には，反省的模倣となったり構成的ゲームをしようとしたりするものも出て来ている．それから
幼児向け番組は色々と六領域のそれぞれに分けて制作されているが，前にも述べたように何れの番
組を視聴させても殆んど六領域の何れかによって行って指導できるという性格をもっているという･
事からして象徴的遊びと表象的模倣の中間に低置する創作的，想像知覚，再生的想像というも゛のも
’此のリズム番組視聴時に於ては当然現れてくる事もありうるので，此の段階的要素に関連した他の
領域へもっていっての指導を行なうという事も当然考えられる事になるものと思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　５．考察ならびに結論　　　　　　　　　　･●
　私はフレーベル氏の教育学，デューイ氏が之を見た立場に於てとりあげ，その中よりすべての教
育活動の第一の根源は子供の諸々の本能的衝動的な態度及び活動に存ずるのであって，仙人の観念
をかりるにせよ，或いは本人の感覚に訴えにせよ，とにかく外部的な材料を提示し適用することに
存ずるものTではないという事，次に又子供述の数限りなき自然的活動，すなはち遊戯ゲーム,･物真
似（模倣）さては幼児の一見無意味な勁作一一在来つまらぬもの無用なものとして無視されるか．･
或は積極的に邪悪なものとして難ぜられさえした言動-一一はこれを教育的に用いることが出来る.，
否教育的方法の礎石であるという点をとりあげ又幼稚園及び保育所に於ては個人的衝動を主んじた
指導をつうじて六領域それぞれの指導か行なわれるのであるが，その点についてフレーベル氏は身
近なものより遠いものへと順次教えて行く様に述べでいる．そしてデューイ氏は遊戯は幼児が外面
的になす事柄と同一なものであると考えてはならぬ．遊戯はむしろその全体性と統一性に於て幼児
の精神的態度を示すものであり，遊戯は幼児が自分のイメージと，興味を何等か満足出来るような
形に具現する際に於ける幼児の全能力，全思想，肉体的全迎動の自由な作用であり，相互作用であ
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る／また積極的にはそれは幼児の最高至上の目的は充分比成長しきること，即ち芽生えつつある･力
を充分比実現しきることであり，その実現を通して幼児は不断に≒つの平面から次の平面へと持ち
はこぼれて行く事を意味するものであるといっている．そしてデュ.－イ氏はフレーベル氏の時代に
は教室の諸々の仕事を拙象的，理論的，哲学的，諸原理の象徴と考えなければならなかった理由と
して発達心理学の研究が未だに進んでいなかった事と，其の社会情勢との二つをあげている..それ
に比べるとデューイ氏の時代のアメリカでは幼児の活動と自然との直接的なもの，もっと真実にそ
の時代の社会,を再現しているものとならせる事を年当づけﾉかこ至っている,と指摘しており，之は現
代においては幼稚園並びに保育所の指導にも及んでいる．実際現代に於ては幼児もテレビを視聴す
る事により身近なもののみでなく，色々と実物を間接的ではおるが，時々視聴しているのであるか
ら，フレーベル氏の時代とは異なっているものと思われる．宍て幼児の精神の想像的な遊戯はかれ
が使用する事物を中心として群り生ずるところの諸々め暗示,＼回顧，想像の結合をとおして行なわ
れたものである．それらに使用される事物自然的い直接的なむのであればある程，幼児の想像的な
遊戯を真に表現的なものとするあらゆる連想的な暗示をよぴおこし結合するため益々明確な基礎か
得られるのであるけれど教材は事情の許す限り「現実的なものであり＼直接率直的なものでなければ
ならない」とデューイ氏は指摘している．この点デレピ番組〔仲よしリズム〕の内容は之に該当す
るものといえよう．又，デューイ氏は〔方法と題材〕の一元継続性をのべているが此の〔ｲ中よしリ
ジム〕の番組は確かに此の点をもよくふまえてい゛るもしのと班わ･れるｙ
　次にピアジュ氏の発達心理学上から考察すればビアジュ氏は精神発達の段階に関し色々の関係を
導き出す事を操作といい之を発生的に考察し，その初めの形は対象に直接働きかける行動であり，
その行動が精神発達の過程に於て内面化したものであるといっており，操作は全体的構造であり，
はじめに感見巡動的な行動の段階で構造化が行なわれ，次に行動の内面化した表象の段階で構造化
が行われるという様な行動の構造化をとおして操作が発達してゆくものであり，そして構造の発達
を規定する本質的な要因は均衡であるといっている．そしてどアジュ氏は前述の如く感見運動的知
能というものはそのシュフに従って外界の事物を合体しようどする/同化活動かあるけれど，同時に
外界に対して此のシュマは調節するものであるとのべ.でいる．次に模倣の心理学上から考えて来る
と，それは幼児の時代に於て大いにこれを行なうもので,あり，ヒタアジュ氏はこれを六つの発達段階
に分けて考えている．又，同氏はあそびの心理学から考えて遊戯の必要性というものを大いに強調
して居り，これも三つの発達段階に分けて考えているylそして又，表象の心理学をとり入れこの模
倣，あそび両心理学の連結点を考え，そして特に同化か強調よりも優勢なものがあそびであり，強
調が同化よりも優勢なものか模倣であるとしており，之等の発達過程を図示している．そしてリズ
ム番組視聴時又は視聴後に於て幼児達がリズムヘと学習が行なわれた場合にも之が遊びに大きく傾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　１　１’　　　　　Ｉ斜した活動をなす時もあり，或は模倣に大きく傾斜して活動をなす時もあり，又これらは幼児達よ
りその発達状態の如何により夫々段階が異なっ七くる.ものと思われる．それと共に此の中間の同化
と調節の均衡のとれた状況即ち感党的知能から知覚，それから直党=という具合に発達して行く場合
もある．そしてこの感覚巡動的活動の時期に於ける三者は何れも同化のシュマよ,り誘導されて来て
いるという事は，幼稚園並びに保育所向け各番組が(NHKの番組は夫々六つの領域に向けてある
が）視聴後何れの領域へも指導方向を向けられるという事によ,づﾆても裏書きされているのではない
かと思われる．とくに〔ｲ中よしリズム〕視聴の場合に於て爾後の指導があそび又は模倣いづれかの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　ゝ　　　　　　　・方向へ行くものがあっても，次の自己中心的表象的活動の段階で他や方向，すなわち模倣へ行った
ものか創造的想像の段階に移る事や，あそびであったものが表象的模倣へ移るということもありう
るわけであり，尚之等が知覚と緊密な関係下にあることも分弘と思われる．．．
　以上より考えて来てフレーベル氏の指摘した遊戯め必要性，それは幼児に対し学習の基盤をあた
　　　　　　　　　　　放送番組の利用によるリズム指導の研究　　　（山崎）　　　　　　　　　91
え，而かも此の中にはあそびと模倣か含まれており，その上〔ｲ中よしリズム〕の番組その他幼児の
番組をみるとき，この中には之等の要素が含まれていることかわかる．
　勿論これらの番組内に於ける要素の検訂は今尚不十分であり，放送局もその内容を毎年少し宛変
更しているので十分これを検訂したとはいえず今後之が検訂をつづけかかる番組の個々が何れの段
階の何れに属し，又それに対する幼児の反応を上記ピアジュ氏の心理学による同化，調節，何れに
傾斜しているか，又それに対して如何に考察処理すべきかという今後研究すべき問題か沢山残って
いるものと思われるので今後とも幼稚園又は保育所の現場の先生方と共に引続き之が研究をすすめ
て行きたいものと思っている．
　尚，終りにのぞみ此の研究をなすに当り色々と助言を賜りました大庭教授に謝意を表す次第であ
る．
??????????????????
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